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≪授業の概要≫
近年、企業の多角化・国際化や我が国証券市場への海外投資家の参入などにより、我が国
企業を取り巻く環境は著しく変化している。このような環境変化に伴い、ここ１０年来新
しい会計基準の設定が顕著である。そのような状況を踏まえ、「企業会計原則」から最新
の会計基準にいたるまで、その内容を輪読形式により逐次研究する。
１．企業会計原則
２．同上
３．連続意見書
４．財務会計の概念フレームワーク
５．会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準
６．包括利益の表示に関する会計基準
７．工事契約会計基準
８．関連当事者開示会計基準、役員賞与会計基準
９．セグメント情報開示会計基準
１０．四半期財務諸表会計基準
１１．棚卸資産会計基準
１２．賃貸等不動産時価開示会計基準
１３．研究開発費会計基準
１４．純資産の部の表示会計基準、株主資本等変動計算書会計基準
１５．自己株式・準備金減少会計基準、ストック・オプション会計基準
１６．税効果会計基準
１７．金融商品会計基準
１８．同上
１９．リース会計基準
２０．減損会計基準
２１．退職給付会計基準
２２．資産除去債務会計基準
２３．外貨建取引会計基準
２４．キャッシュ・フロー計算書作成会計基準
２５．企業結合会計基準
２６．同上
２７．事業分離会計基準
２８．同上
２９．連結会計基準、持分法会計基準
３０．同上

上記のテーマには若干の調整があり得る。

評価は、概ね出席５０％、発表５０％とする。

≪テキスト≫
中央経済社編『新版　会計法規集（第５版）』中央経済社、2012年。

≪参考書≫
授業中に適宜紹介する。
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